
令和６年 12 月 9 日 

 各位 

 

                         神奈川県森林協会 

                                                  会長 高橋 昌和 

 

令和６年度里山管理研修 ～里山再生 身近な森の有効活用～ のご案内 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

当協会の活動、運営につきましては、日頃格別のご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 

さて、森林・林業行政の業務を担当する市町村職員、森林組合職員、県職員、

森林関係活動団体などを対象としました標記研修会をご案内しますので、ご参加

ください。 

  

記 

 

１ 日程 令和７年１月１７日（金）13 時 30 分～16 時 30 分（開場 13 時） 

 

２ 会場 横浜情報文化センター６階 情文ホール 

 

３ 内容 別紙１のとおり 

 

４ 申込方法   

別紙２申込用紙をメールで送付、あるいは森林協会ホームペ－ジより応募

フォームを送付。森林ウォーク等イベント用応募フォーム  神奈川県森林協会           

期限：令和７年１月８日（水）定員：200 名 定員に達し次第募集終了 

 

５ その他 

 申込者全員に後日、ご連絡します。連絡がない場合はお問い合わせくださ

い。 

 

 

 

問合せ先 

                市町村林政サポートセンター 日髙、藤澤 

              電話・FAX 046-240-0500 

               メール kanagawa-crk@poem.ocn.ne.jp 

 

 

 

 

 

https://www.k-crk.com/m_ichiran.php
mailto:kanagawa-crk@poem.ocn.ne.jp


 

別紙１                                        

令和６年度里山管理研修 

～ 里山再生 身近な森の有効活用 ～ 

 

１ 目的 

 燃料革命以後、放置されることの多かった県内里山林について、先進的な広葉

樹利用の取組や森林環境譲与税を用いた行政・事業体・団体による活用事例を紹

介し、その上で情報共有や意見交換を行い、今日的な里山林活用の可能性を検討

する。 

 

２ 内容 

（１）基調講演「里山でも稼ぐ 里山の魅力」 

元栃木県環境森林部参事 津布久隆氏 

（２）団体の地域材活用事例「森～川～海をつなぐローカル SDGs」 

一般社団法人さがみ湖 森・モノづくり研究所 代表理事 淵上美紀子氏 

（３）県の取組事例「モデル事業から県事業へ、広葉樹材活用支援の取組」 

神奈川県県央地域県政総合センター森林保全課 安居院芳子氏 

（４）事業体の里山材活用事例「県補助事業等で搬出した広葉樹材で薪生産」 

有限会社サトウ草木 代表取締役 髙城倫通氏 

（５）質疑応答・意見交換 

 

３ 日時場所 

令和７年１月１７日（金）13 時 30 分～16 時 30 分 （開場 13 時） 

   横浜情報文化センター６階 情文ホール  

横浜市中区日本大通 11 TEL045-664-3737 

みなとみらい線「日本大通り駅」出口３情文センター口直結 

 

４ 研修対象  

   森林関係行政機関（国・県・市町村）、森林組合、林業事業体、森林所有

者、市民団体 等 

 

５ スケジュール（予定） 

  13：00 開場 

  13：30 開会 

  13：40 1 基調講演・質疑       80 分 

  15：00 休憩         10 分 

  15：10 2 団体の地域材活用事例・質疑       20 分 

  15：30 3 県の取組事例・質疑        20 分 

  15：50 4 事業体の里山材活用事例・質疑   20 分 

  16：10 5 全体質疑・意見交換等      20 分 

  16：30 終了 
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神奈川県森林協会・神奈川県（共催）

基調講演
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県の取組事例

事業体の里山材活用事例

質疑応答・意見交換
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モデル事業から県事業へ、
　　　　　　広葉樹材活用支援の取組

県補助事業等で搬出した
　　　　　　　　　広葉樹材で薪生産

里山でも稼ぐ　里山の魅力

津布久  隆氏
元栃木県環境森林部参事

横浜市中区日本大通11

045-664-3737
みなとみらい線
「日本大通り駅」出口３
情文センター口直結

髙城  倫通氏
有限会社サトウ草木 代表取締役

安居院  芳子氏

神奈川県県央地域県政総合センター
森林保全課
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1   8
申込期限森林協会webサイト内

応募フォームから

T E L & F A X  046-240-0500
kanagawa-crk@poem.ocn.ne.jp

団体の地域材活用事例2

森～川～海をつなぐローカルSDGs

淵上  美紀子氏
一般社団法人さがみ湖  森・モノづくり研究所

代表理事



（別紙２）

令和　　年　　月　　日

神奈川県森林協会 様

　　　　　　　　　　　　
所属・部署・担当者名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

標記研修の参加を申し込みます。　　　　

市町村名など 所属名 氏　　名 職名 メールアドレス

【例1】○○市、県△事務所 △▽課、○□Ｇ 　研修　一郎 技師

【例2】□□組合、○○の会 　里山　太郎 代表

・連絡用にメールアドレスも記載してください。

・申込期限：令和７年１月８日（水）までにお願いします。

・なお、急遽欠席の場合は前日までに連絡をお願いします。

                                                                             　　　 申込み・問合せ先                                             

　　　　　　　　　　　　　          市町村林政サポートセンター　日髙・藤澤

　　　                    電話・FAX　046-240-0500                         

　　　　　　　　　　　   　          メール　kanagawa-crk@poem.ocn.ne.jp  

令和６年度里山管理研修 ～里山再生 身近な森の有効活用～ 申込用紙


